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日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ講師 行徳支所講 市役所内容内

　私たちの毎日の生活から出るごみ。特に年末年
始はごみが多く出る時期です。燃やすごみは焼却
灰となり最終的に埋められます。しかし市内には、
ごみの焼却灰を埋め立てるための最終処分場があ
りません。そのため市外に埋め立て処分を依存して

いますが、最終処分場の残余容量は年々減ってい
るため、焼却するごみの量を減らしていくことが求
められています。ごみの減量と分別にご協力をお願
いします。

☎320-3971循環型社会推進課

ごみの減量と
分別にご協力を
ごみ減量・分別のポイント
　家庭から排出される燃やすごみは、生ごみ、紙類、プラスチック類の3種類で全体の約8割を占めています（湿った状態での重量割合）。
ごみの減量のためには、これらのごみへの対策が特に重要です。

生ごみ
●食材は計画的に
購入し、使い切る
ようにしましょ
う。
●生ごみは、しっか
りと水を切りま
しょう。
●野菜や果物の皮
などの調理くず
は、コンポスト容器を使って堆肥化し
ましょう。

コンポスト容器・電動式生ごみ
処理機の購入費補助
　生ごみの減量・資源化を促進す
るため、購入費の一部を補助して
います。

コンポスト容器
　1基につき、購入価格の2分の1で、
3,000円が上限（100円未満切り捨
て）。1世帯2基まで。

電動式生ごみ処理機
　購入価格（消費税を除いた額）の3
分の1で、2万円が上限（100円未満
切り捨て）。※平成23年度末で廃止

紙類
●紙コップや紙皿などの使
用は控えましょう。

●過剰な包装紙の使用は
断りましょう。

●リサイクルできる古紙は、
種類別（新聞、雑誌、段
ボール、紙パック）に分別
しましょう。

「雑がみ」もリサイクルへ
　次のような「雑がみ」は製紙原料としてリサイクルが
可能です。雑誌に挟んで、ひもで縛って出してください。
●菓子やティッシュペーパーなどの紙箱（プラスチック
フィルムは取り除いて箱をつぶす）　
●包装紙・紙袋
●ハガキ・封筒（圧着ハガキは除く）
●パンフレット・コピー用紙など
リサイクルできない禁忌品にご注意ください
　次のような紙はリサイクルの支障となりますので、
燃やすごみで出してください。
●アルミ箔やプラスチックフィルムを貼りあわせた複合素材もの
●防水加工された紙（紙コップ、紙皿など）
●カーボン紙（宅配便の複写伝票など）・感熱紙（レシートなど）
●印画紙の写真、インクジェット写真プリント用紙
●臭いのついた紙（石鹸の包装紙・洗剤の箱など）
●アイロンプリント紙
●食べ物などの汚れがついているもの

プラスチック類
●マイバッグを持参し、レジ袋
の受け取りを断りましょう。
●過剰な包装の商品を購入す
るのは控えましょう。
●中身の詰め替えできる商品
を選びましょう。
●使い捨て容器の使用を控え
ましょう。
●プラスチック製容器包装類
は、資源物として分別しましょう。

プラスチック製容器包装類の見分け方・出し方
　商品が入っていた
「容器」や包んでいた
「包装」が対象で、次の
識別マークが目印です。

※識別マークが付いているものでも、汚れの落ちないものは燃
やすごみへ

※中身を使い切って、水で軽くすすいでから出しましょう
※ペットボトルは、キャップとラベルを外して、軽くつぶしてくだ
さい

分別を間違えやすいものにご注意ください
　ＣＤ・ビデオテープ（ケースを含む）・バケツ・洗面器・
植木鉢・歯ブラシなどは、燃やすごみとして出してくだ
さい。（18リットル用ポリタンク以上の大きさのものは
大型ごみとなります。）

分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

　

家
庭
か
ら
出
る
資
源
物
と
ご
み
の
分

け
方
・
出
し
方
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
分
別

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。※
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

配
布
施
設　
循
環
型
社
会
推
進
課
、リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、

総
合
市
民
相
談
課
、

大
柏
出
張
所
、
総
務
課
、南
行
徳
市
民

セ
ン
タ
ー
、国
分
窓
口
連
絡
所
、中
山
窓
口

連
絡
所
、信
篤
窓

口
連
絡
所
、市
川

駅
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー 不法投棄は犯罪です

　道路や空き地などへのごみのポイ捨て、大型ご
みや電気製品を適正に処理せず不法投棄するこ
とは重大な犯罪です。5年以下の懲役もしくは
1,000万円以下の罰金、またはその両方の罰則が
科せられます。不法投棄を見かけたら、投棄した車
のナンバーなどを警察か市役所へご連絡ください。
☎320-3973清掃事業課

しない させない 許さない

 

講
座・催
し

市
民
活
動
団
体
向
け「
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
た
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」

市
川
市
協
働
事
業
提
案
制
度
と

し
て
、ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
、メ
ー
ル
な

ど
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
含
む
）の
活
用
。（
全
5
回
）

1
月
28
日
・
2
月
4
日
・
11
日
・

18
日
・
25
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
、午

後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
18
人

4,
7
0
0
円（
教
材
費
な
ど

を
含
む
）

12
月
19
日（
月
）～
1
月
6
日

（
金
）（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
を

除
く
）に
☎
3
2
6
・
1
2
8
4
ま

た
は
F
A
X
3
2
6
・
1
2
7
8

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・
N
P
O
課

☎
3
5
7
・
4
6
3
0
行
徳

I
T
V 

平
野

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課
）

子
育
て
支
援
講
座

講
福
井
嗣
泰
氏（
江
戸
川
大
学
人

間
心
理
学
科
教
授
）「
子
育
て
家

庭
と
の
関
わ
り
と
そ
の
対
応
に
つ

い
て
」1

月
17
日（
火
）午
後
２
時
～

４
時メ

デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川

６０
人（
要
申
し
込
み
）

☎
３
３
４・１
０
６
９
子
育
て

支
援
課
す
こ
や
か
応
援
隊

冬
の
お
た
の
し
み
会

絵
本
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、紙
芝
居

な
ど
。プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
。

12
月
22
日（
木
）午
後
3
時
30

分
～
4
時

こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん（
当
日
5
分

前
に
集
合
）

4
歳
～
小
学
生
の
方（
申
し
込

み
不
要
）

☎
3
2
0
・
3
3
4
6
こ
ど
も

と
し
ょ
か
ん
児
童
・
青
少
年
サ
ー
ビ

ス
担
当

長
田
谷
津
散
策
会

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
み
ま
す
。

1
月
7
日（
土
）午
前
10
時（
動

物
園
券
売
所
前
集
合
）～
11
時
30

分
※
荒
天
中
止

☎
3
3
9
・
0
4
7
7
自
然
博

物
館

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画「
精
神
」

上
映
会
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

内
1
月
5
日（
木
）午
後
5
時

開
場
、5
時
30
分
／
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
、6
時
30
分
～
8
時
45
分

／
映
画「
精
神
」上
映
会（
申
し
込

み
不
要
）

文
化
会
館

☎
０
４
７・３
３
８・０
０
７
９
精

神
障
害
者
地
域
移
行
促
進
強
化

事
業
実
行
委
員
会（
ぱ
れ
っ
と
）

（
障
害
者
支
援
課
）

『
駅
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』

“
ふ
る
さ
と
い
ち
か
わ
”発
見
隊

（
民
俗
行
事
編
）

①
辻
切
り
コ
ー
ス

1
月
17
日（
火
）午
前
9
時
30
分

（
京
成
国
府
台
駅
集
合
）か
ら
約
2

時
間
30
分

コ
ー
ス　

里
見
公
園
→
国
府
台
天

満
宮

②
に
ら
め
っ
こ
お
び
し
ゃ
コ
ー
ス

 

求
人

リ
バ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

「
看
護
師・理
学
療
法
士
」

「
非
常
勤
職
員
」

◆
看
護
師
・
理
学
療
法
士

資
格　

①
看
護
師
資
格
ま
た
は
、

平
成
24
年
春
季
の
国
家
試
験
で

取
得
見
込
み
の
人
、②
理
学
療
法

士
資
格
ま
た
は
、平
成
24
年
春
季

の
国
家
試
験
で
取
得
見
込
み
の
人

勤
務
場
所　

①
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
ま
た
は
介
護
老
人
保
健
施
設
ゆ

う
ゆ
う
、②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

①
正
規
職
員
2
人
・
任
期
付
職

員
3
人
程
度
※
任
期
付
職
員
は
、

育
児
休
業
者
が
出
た
場
合
に
補
充

人
員
と
し
て
採
用
。正
規
職
員
と

任
期
付
職
員
に
同
時
応
募
可
、②

正
規
職
員
1
人

面
接
試
験　

1
月
17
日（
火
）

採
用
予
定
日　

正
規
職
員
＝
平

成
24
年
4
月
１
日
、任
期
付
職
員

＝
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降

受
験
案
内
配
布　

同
病
院・

総
合

市
民
相
談
課・

総
務
課・大
柏
出
張

所・市
川
駅
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

12
月
19
日（
月
）か
ら
1
月
6
日

（
金
）必
着
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
事
務
局
総
務
担
当（
〒
2
7
2
・

0
8
0
2
柏
井
町
4
の
2
2
9
の

4
）へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◆
非
常
勤
職
員　

医
療
相
談
員
・

看
護
師
※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

☎
3
2
0
・
7
1
1
1
同
病
院

教
育
相
談
員

幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
、教
育
上

の
様
々
な
悩
み
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

採
用
条
件　

大
学
院
の
修
士
課
程

（
心
理
学
科
等
）を
修
了
し
、1
年

以
上
の
心
理
臨
床
経
験
の
あ
る

方
、ま
た
は
同
程
度
の
専
門
的
知

識
・
経
験
の
あ
る
方

選
考
方
法　
一
次
選
考
＝
書
類
選

考（
小
論
文
審
査
を
含
む
）、二
次

選
考
＝
面
接
審
査（
1
月
25
日

（
水
）～
2
月
4
日（
土
））

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
体
制　

週
3
日
（
年
間

1
4
0
日
程
度
）、午
前
8
時
50
分

～
午
後
5
時
20
分

願
書
配
付
期
間　

12
月
28
日（
水
）ま
で

願
書
受
付
期
間　

1
月
11
日

（
水
）ま
で
※
受
付
時
間
は
午
前
9

時
～
午
後
5
時（
月
曜
日
、日
曜

日
・
祝
日
は
除
く
）

※
願
書
配
付
・
受
け
付
け
は
教
育

セ
ン
タ
ー
相
談
室（
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
3
階
）

☎
3
2
0・3
3
3
6
同
セ
ン
タ
ー

保
育
パ
ー
ト

勤
務
先
は
要
問
い
合
わ
せ
。

資
格　

保
育
士
資
格（
保
育
士
証

交
付
済
）ま
た
は
ご
自
身
の
子
育

て
経
験
が
あ
る
方

勤
務
体
制　

月
～
土
曜
日（
土
曜

日
は
交
替
制
）、午
前
7
時
30
分

～
9
時
15
分
・
午
後
1
時
～
3
時
・

午
後
4
時
45
分
～
6
時
45
分
※

朝
夕
は
両
方
と
も
。昼
間
は
応
相

談
。土
曜
日
は
正
午
～
午
後
5
時

30
分

時
給　

9
9
0
円

交
通
費　

実
費
相
当
額
支
給（
規

定
有
）

そ
の
他　

労
災
、有
給
休
暇
あ
り

（
採
用
6
カ
月
後
か
ら
）

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
付
き
）

☎
3
3
4
・
1
1
8
5
保
育
課

非
常
勤
職
員（
保
育
士
）

資
格　

保
育
士
証
資
格（
保
育
士

証
交
付
済
）ま
た
は
取
得
見
込
み

採
用
日　

平
成
24
年
4
月
1
日

勤
務
体
制　

月
～
土
曜
日（
土
曜

日
は
交
替
制
）午
前
9
時
～
午
後

5
時
の
う
ち
7
時
間
15
分
勤
務

（
午
前
7
時
10
分
～
午
後
7
時
20

分
で
早
番
・
遅
番
勤
務
あ
り
）

時
給　

1,
2
3
0
円

交
通
費　

実
費
相
当
額
支
給（
規

定
有
）

そ
の
他　

社
会
保
険
完
備
、有
給

休
暇
あ
り（
採
用
6
カ
月
後
か
ら
）

提
出
書
類　

履
歴
書（
写
真
付

き
）及
び
保
育
士
証
の
写
し
ま
た

は
取
得
見
込
み
証
の
写
し
を
郵
送

ま
た
は
持
参

☎
3
3
4
・
1
1
8
5
保
育
課

行
徳
野
鳥
観
察
舎
の
催
し

定
例
観
察
会
＝
日
曜
日・祝
日
午

後
1
時
30
分
、平
日
観
察
会
＝
第
1

木
曜
日
午
前
10
時
、夕
暮
れ
観
察
会

＝
第
4
土
曜
日
午
後
４
時（
10
月
か

ら
１
月
以
外
は
午
後
4
時
30
分
）

同
施
設

冬
の
公
開
講
座　

し
め
飾
り
作
り

12
月
25
日（
日
）午
前
10
時（
同

舎
集
合
）～
正
午

先
着
30
人

軍
手
、は
さ
み

☎
3
9
7・9
0
4
6
同
施
設

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

12
月
24
日（
土
）午
前
10
時
～

午
後
3
時
※
荒
天
中
止

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
※
車
で
の

来
場
不
可

☎
3
3
5・9
9
5
1
同
プ
ラ
ザ

小
石
川
七
福
神
め
ぐ
り

正
月
恒
例
、約
4.
5
キ
ロ
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
す
。小
雨
決
行
。

1
月
3
日（
火
）正
午（
JR
市
川

駅
改
札
口
集
合
）～
午
後
3
時
30

分（
茗み

ょ
う

荷が

谷だ
に

駅
解
散
）※
現
地
集

合
希
望
者
は
午
後
0
時
30
分
に

JR
水
道
橋
駅
西
口
改
札
口
前
。昼

食
は
済
ま
せ
て
来
て
く
だ
さ
い

6
0
0
円

は
が
き
に「
小
石
川
七
福
神
」・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
現
地
集

合
者
は
そ
の
旨
を
書
き
、12
月
24
日

（
土
）ま
で 

（
消
印
有
効
） 

に
歴
史

博
物
館（
〒
2
7
2
・
0
8
3
7
堀

之
内
2
の
27
の
1
）

☎
3
7
3
・
6
3
5
1
同
館
。

当
日
は
☎
0
9
0
・
9
2
3
1
・

4
3
8
3
博
物
館
友
の
会

初
春
ボ
ー
カ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ボ
ー
カ
ル
＆
ピ
ア
ノ
演
奏
と
秋
の
主

催
講
座「
B
E
E
T
H
O
V
E
N・

第
九
を
歌
お
う
」受
講
生
の
成
果

発
表
。

1
月
14
日（
土
）午
後
２
時
～

３
時（
開
場
は
１
時
30
分
）

曽
谷
公
民
館

抽
選
で
40
人

往
復
は
が
き
に
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
き
、

12
月
28
日（
水
）ま
で（
消
印
有
効
）

に
同
公
民
館（
〒
２
７
２・０
８
３
２

曽
谷
６
の
25
の
５
）

☎
３
７
２・２
８
７
１
同
公
民
館

1
月
20
日（
金
）午
前
10
時（
JR

市
川
大
野
駅
集
合
）～
午
後
4
時

コ
ー
ス　

駒
形
大
神
社
→
動
植
物

園
他①

②
と
も
25
人

5
0
0
円（
保
険
代
含
む
）

往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員（
1

枚
の
は
が
き
で
2
人
ま
で
）の
住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
・
返
信
用
の
あ
て

先
・
希
望
日
を
書
き
、12
月
28
日

（
水
）必
着
で
観
光
協
会
事
務
局「
駅

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
係
」（
〒
2
7
2・

8
5
0
1
※
住
所
不
要
）

☎
7
0
4
・
0
0
5
7
同
協
会

事
務
局（
観
光
交
流
推
進
課
）

摂
食
障
害
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

よ
う1

月
21
日（
土
）午
後
2
時
～

3
時
30
分

和
洋
女
子
大
学（
国
府
台
2
の

3
の
1
）

☎
3
7
2
・
3
5
0
1
国
府
台

病
院

広
報

　「広報いちかわ」は毎月第１土曜日
と第３土曜日に発行しています。ま
た、市川市ではツイッターでの情報配
信も行っています。公式アカウントは
「千葉県市川市（公式）@ichikawa_
shi」です。

（広報広聴課）

 

お
知
ら
せ

「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登
録
証

明
書
」全
国
の
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

で
交
付
サ
ー
ビ
ス

利
用
サ
ー
ビ
ス
が
登
録
さ
れ
た

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

利
用
期
間　

午
前
6
時
30
分
～

午
後
11
時
※
12
月
29
日（
木
）～

1
月
3
日（
火
）を
除
く

証
明
書
等
自
動
交
付
機
サ
ー
ビ
ス

の
一
部
終
了　

次
の
施
設
の
証
明

書
等
自
動
交
付
機
サ
ー
ビ
ス
は
、

12
月
25
日（
日
）に
終
了
し
ま
す
。

信
篤
公
民
館
・
東
部
公
民
館
・
市
川

公
民
館
・
西
部
公
民
館
・
曽
谷
公
民

館
・
京
成
国
府
台
駅
・
京
成
市
川
真

間
駅　
　
　
（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
で

W
i-

F
i
利
用
可

市
内
の
公
民
館
、図
書
館
な
ど
の
公

共
施
設
に
、a
u
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の

W
i-

F
i
ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し

た
。両
社
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
、

W
i-

F
i（
公
衆
無
線
L
A
N
）

機
能
を
備
え
た
機
器
で
あ
れ
ば
、

高
速
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
が
で

き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
市
公
式
W
e
b
サ
イ
ト

の
新
着
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎
3
9
3
・
6
5
2
0
情
報
政

策
課（
W
i-

F
i
担
当
）

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
休
止

1
月
14
日（
土
）午
前
10
時
30

分
～
午
後
7
時（
15
日（
日
）は
予

備
日
の
た
め
同
様
の
時
間
で
休
止

の
場
合
あ
り
）※
な
お
、自
動
交
付

機
は
通
常
通
り
利
用
が
可
能
で
す

 

（
情
報
シ
ス
テ
ム
課
）

事
業
系
ご
み
の
適
正
処
理
及
び

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
禁
止

　

廃
棄
物
を
屋
外
で
焼
却
す
る
と
、煙
や
臭
い
に
よ
っ
て
近
所
に
迷
惑
が

掛
か
り
ま
す
。ま
た
、設
備
が
整
わ
な
い
状
態
で
焼
却
す
る
と
、ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
有
害
な
物
質
を
発
生
さ
せ
、大
気
汚
染
の
原
因
に
も
な
り
ま

す
。

　

屋
外
焼
却
は
、一部
の
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ
れ
、違
反
者
に
は
5
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１,
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
屋
外
焼
却
で
も
、近
隣
住
民
か
ら
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
、指
導
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

☎
３
２
０・３
９
７
２
廃
棄
物
対
策
課

　

店
舗
や
事
務
所
、飲
食
店
な
ど
か
ら
出
る
書
類
、段
ボ
ー
ル
、残
飯
な
ど

の
ご
み（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）は
量
に
か
か
わ
ら
ず
、次
の
方
法
で
処
理

を
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入

処
理
で
き
な
い
ご
み
も
あ
り
ま
す
の
で
、同
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

月
～
土
曜
日
の
午
後
1
時
～
4
時（
祝
日
を
除
く
）

同
セ
ン
タ
ー（
田
尻
１
０
０
３
）

10
ｋｇ
に
つ
き
２
１
０
円
※
10
ｋｇ
未
満
の
場
合
も
２
１
０
円
の
手

数
料
が
か
か
り
ま
す

☎
３
２
８・２
３
２
６
同
セ
ン
タ
ー

❷
専
門
業
者
に
委
託（
有
料
）

市
が
許
可
し
た
収
集
運
搬
業
者
と
、費
用（
ご
み
の
量
や
収
集
頻
度

な
ど
に
よ
り
異
な
る
）な
ど
を
確
認
し
て
か
ら
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
居
併
用
で
少
量
排
出
事
業
所
の
場
合
は
、面
積
や
排
出
量
な
ど

の
要
件
に
よ
り
、家
庭
ご
み
集
積
所
に
出
せ
る
免
除
規
定
が
あ
り
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

☎
３
２
０・３
９
７
２
廃
棄
物
対
策
課

事
業
系
ご
み
の
排
出

屋
外
焼
却
の
禁
止




